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この小論はインドネシア ･南スラウエシ南端の Bira(Lassa)の海岸に発達する､数

mの高さの海成段丘に付着する､離水サンゴの11C年代を測った所22->39Ka B.P.
の年代を得た｡20から40Ka 前の年代は当時の海面を榎原した研究によると当時の海

水準は現在の海面下120-50mとなる｡陸地の上昇速度を調べると同じ地点で､ 2つ

も3つも違った値が得られ不合理である｡これらのことから陸地が上昇したと考える

よりこの地域が当時高ジオイド面にあったと考えた｡

1.はじめに

著者の一人､藤井は海水准変動研究のため､南スラウエシを1982､1989年と2度訪

ねた｡1982年にはウジュンパンダンの西側のマカッサル海l峡のサンゴ礁の島々を訪ね

たが､思わしい露頭は発見できなかった｡1989年にはウジュンパンダンの北､ Pare

Pare､Patvali､Majeneを訪ね､また南のTakalar､Jeneponto､BontaEng.､Bulkum

ba､Biraの海岸を訪ねた｡最後の地点 Biraの海岸にみごとな高さ数mの海成段丘が
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発達し､多 くの離水サンゴが付着しているのを発見できた｡

南スラウエシの東南海岸について Utrecht大学の KlerkL.G.De(1982)の研究があ

り､サンゴ椎の島などから22地点の資料を集めて年代測定を行ない､既存の2点と合

計24地点の資料で梅水輩変動曲線を得ている｡もちろん､地表の賃料で論じている

ので､完新世の高海水準は5000年前が規海面上5mと高くなっている｡

2.地形と地質

Biraの海岸は潮差は約2mで 1kmほど海に桟橋が突出している｡桟橋より西は高さ

5-6mの海成段丘が発達している｡束には幅数十111の砂浜があり西側の海成段丘が

続いているが､西側ほどみごとでない｡背後は丘陵となっており､高さ､､5-6m､

20111､35nlの3段の拍成段丘が発達し､中 ･高位の海成段丘面は断層できられ七続か

ない｡西側の低位の海成段丘は高さ5-6mで､高海水面にみごとな波食窪が発達 し､

さらに高海水面より2-4mの高さに波食窪が断続的に発達している｡表面は薄食さ

れて､ゴツゴツになり2x2×2-5×3×2cm3 位の凹みが多く発達している｡

海成段丘および背後の丘陵は中新世から鮮新世の造礁サンゴからなる石灰岩で､韻

の厚さ5cTnの Tridacnaが小月類と供にしばしば発見される｡石灰岩特有の切りたっ

た崖をつくっている｡基盤をつくっている石灰岩は Ualne累層の Salayar郎層でその

時代は浮遊性有孔中のN16-N19に対比され､後朋中新世から初期鮮新世とされ

ている (Sukamoto.1975,'SUkamotoet.al.1982)｡

3.年代測定

a 賃料の産状

Bira海岸の東側は前述の様に離水海成段丘の発達が悪いが Salayar郎層の石灰岩

の断面が分布し一郎波食窪をつくってをり､これに新 しい造礁サンゴが付着してい

る｡ Salayar郎層のサンゴか新しいものかはサンゴの遺骸が石灰質のもので埋めら
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れているかいないか等で区別することが可能で-ぁる｡ この崖に付着している高潮線

から25cTn､205cmのサンゴをとり(120027'E､5037.5'S)年代測定を行なった｡

Bi｢a半島の西側の PASIRPUT川(白い砂)はBira海岸の西梅岸のつづさでみごとな

波食窪が続いている｡波食窪は満潮面と2-3.5111の高さとの2つがある｡ここで

は3･5ln､ 2m､ Omの3つの Sampleが採取された(120026.3'E､5037.3'S)｡

b 測定とその結果

年代測定は名古屋大学の年代測定資料研究センターで中村俊夫によりタンデ トロ

ンを用いて行われ､ 14Cの半減期として5,570年が使用された｡結果は表 1のとお

りである｡

Table 1 resul亡 of 14c age da亡ing

No･ locali亡1es

1 Bira

2 Blra

3 PasirPutih

4 PasirPu亡ih

5 PaslrPu亡ih

material hlght(cm) 14cagey.a.P. codeNo.

coral +25

coral +205

coral +200

coral +350

coral 0

39200 NUTA-978

21970+210 NUTA-979

35760 NUTA-980

29900+300 NUTA-981

35120 NUTA-982

考察

一ヶ所の連続謂頭から梅水准変化曲線をえがくことを期待 してこの研究はなされた｡

しかし､年代測定結果は表 1のように､2万年より古い更新世の年代が得られた｡

Bloomら(1974)はニューギニアのtluon半島の海成段丘から､地殻変動を除去 して海

水準変動曲線を描いている｡それによると2万年前の泊水準は-120mであり､ 3万

年前は-40mとなっている｡

地殻が上昇して､硯位置に離水したと考えて､試料2と4の上昇豊を計算すると年

5.5mmの上昇と1.45mmの上昇となる｡同じ地域で4倍の上昇畳に速いのでることは

不合理である｡

一方､Rapp(1974)は世界のジオイド面をえがいている｡それによると､ジオイド面

の最高と最低の差は､170mとなっている｡

以上のことから､こhらの年代の測定結果を示すサンゴは隆起して現位置にきたと

考えるより､Tjia(1986､1987)が議論したように､当地域が当時高いジオイド面であ

った､すなわち､ これらのサンゴは高ジオイドの H化石Mと考えた方がより合理的で

ある｡
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Abstract

Therearevery finemarineterracealongtheBiratoPasirPutihcoast

southernpar亡ofsouth Sulawesi.

ThesemarineterraceconsistsofMiocenetoEocenereefcoralWith twonotch

-es.posl亡ion ofonenotch lsln theoneofhigh tideandanotheroneisln 3-4m

highabovehightidewithattchedreefcorals.

14c ages oftheseemergedreefcorals attachedbasementrockaredated

by theTandetronmethodattheDatingand触 terialsResearchCenter,Nagoya

Unlversi亡y.

Resultofagedatingisshown inTable 1.

Sealevelsof22to40kabeforepresentwere 120亡050m deeperthan thepresent

sealeveL soupliftingratescalculateto5.5to 1.5m /year.

工亡isunresonablethattwodlfferentratesestimateinsamelocality.Then

sealevelof20to40kabeforepresentmusthavebeen highgeoldsurfacelnthis

area.
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